
校 長 東 盛 敬こざ魂Fire
令和２年 １０月 １ 日( 木 )Soul ★
沖 縄 県 立 コ ザ 高 等 学 校

★
★

躍 動 ★Ⅰ★ 文 武
爽やかな神無月朔日となりました。昨日、本校より卒業のお二人。昼過ぎ、時折小雨ぱらつく曇天

のもと本年度初めて一堂に会するコザ高生。明日の体育祭予行、来週土曜日本番に向けて運動場
に緑に、赤に、青に広がる様は圧巻でした。全コザ高生を前に、これまで家庭科、生徒指導部、ダン
ス部顧問として尽力された與那嶺伶先生がお別れの挨拶を述べ、今朝宮古島に旅立ちました。これ
までありがとうございました。夕方にはコザ定第６２回前期卒業式、温かく思いやりあふれる送辞は
與久田理央奈在校生代表、そして感謝と夢あふれんばかりの答辞をまとめ、祝福を
一身に受けるはコザ定前期唯一の卒業生。金城教頭号泣の卒業式となりました。

伶先生の辞は次号にて紹介致します。令和2年秋、コザ高、コザ定それぞれに感謝を深くして共に
「志を高く」に歩みます。本校卒業のお二人の明るき未来を祈り、改めて感謝と祝意を表します。
★今後の主な行事日程★ ★ 秋 ★ 「 立ち止まり 時は何処と 思ひきや 神無月今 一踏一歩 」校 長

令和2年１０月 １日（木）全 朝学 ・3･4･5･6･行･行 ＜45分授業・行･行：体育祭練習③④＞
定 給食 ・ 2･L･4･5･6 ＜前月分出欠確認週間 ～ 14 日＞ ●希望者就職対策講座

２日（金）全 朝学 ・1･2･3･4･5･6 ＜体育祭リハーサル＞コザ運動公園陸上競技場集合
定 給食 ・学 1･2･3･4･5 8:50

３日（土）全第2回ﾍﾞﾈｯｾ駿台記述模試 ＜３年希望者＞・第２回英検<１次>

７日（水）全 朝学 ・2･3･4･5･L･L ＜45分授業・L･L：体育祭練習⑤⑥＞
定 給食 ・学 1･2･3･4･5 ＜ 合同企業説明会(希望者のみ）＞
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★始業時刻★

全日制課程
朝学： 8:50
SHR： 9:00
定時制課程
木以外：16:15
木曜日：17:00

★ 答 辞 ★ コザ定６２期卒業生 佐次田爽羅

２０１５年私は、具志川高校に入学しました。必死で勉強して無事入学でき、ワクワクしていたのを今でも強く覚えています。

そして、あれから５年。やっと今、卒業を目の前に大学受験とういうスタート地点に辿り着く事ができました。

具志川高校に入学した頃は、文武両道、他愛もない友人とのお喋り、本当に毎日充実していました。しかし、私は父子家庭

で事情があり、おばあちゃんとおばさんと暮らしていました。その時の私は幼く、おばさんにやつあたりし毎日のように大喧嘩。家の中では口もきかずおば

あちゃんにも迷惑ばかりかけていました。それでも、学校へ行けば、何もかも忘れる事が出来ました。ですが、私が高校１年生の時に父が大きな交通事故にあ

い金銭面でさらに余裕が無くなりアルバイトを始め状況が一変しました。勉強も部活もバイトも妥協したくない私は、三つこなせるようにと必死でした。ですが

徐々に疲れ、朝が億劫になり学校へ行くことが辛くなっていきました。友人と遊ぶこともなくなり、心配の連絡にさえ冷たくあたりました。働いている時だけ気

が紛れ、バイトをしているときの方が良いなと思うようになりました。当然のように学校の欠席も増え、授業に集中できずぼんやり過ごすようになりました。

しかし、二年生に進級し進路を考え始めた時、小学校教諭になりたいと夢を描くようになりました。それをきっかけに二学期までは持ち直しましたが、心身

共にきつく休学。次年度、休学するか復学するかとても迷いました。でも、小学校教諭になりたい、進学したいという気持ちが強く復学を決意しました。二度目

の二年生、友達もすぐできましたが生活状況が変わることはなく私は学校へ行かなくなりました。１７の頃には、家を出て一人暮らし。やっと独り立ちできた気

持ちでした。ですが、出費は予想以上。朝から晩まで働いてもたりないお金。私は何の為に生きているのか分からなくなりました。それから昼夜逆転し躁鬱と

診断を受け仕事と生活をするだけで精一杯でした。こんな生活は、もう嫌だと何度も挫けました。ですがそんな私の心の中の支えとなっていたものがありまし

た。「夢」です。小学校教諭になりたい、だから私はもう一度高校へ通いたいと必死にもがきました。

その夢があり、コザ高校定時制に転学を決意しました。はじめの体験入学では正直、「通信行けばよかった～」と思うくらい普通高校とのギャップがあり少

し後悔しました。ですが入学後には、気が合う友人もできて上手く学校と仕事の両立ができるようになりました。検定では、６種類もの検定を取得することが

できました。他にも生活体験発表で上位入賞や新聞にも掲載させて頂き、定時制卓球大会では県１位、全国大会へと自分の自信を取り戻すきっかけになりま

した。生活体験発表大会や卓球では、兼久先生にとてもお世話になり、励ましの言葉が毎回支えになっていました。いつか私がご馳走できるくらいビックにな

ります。今取り組んでいるＡＯ入試では、三年生の頃から佐和子先生にとても支えてもらいました。進路の事だけでなく、恋話で号泣したのも今では、いい思

い出です。あともう少し入試本番までよろしくお願いします！入学当初から正榮先生と縁があり、お喋りしたり活を入れてくれたり、検定練習したりと厳しいけ

ど頼もしく父のようになっていました。少し成長したけど、また折れて病んだらチラッと現れるのでその時はまた、活をお願いします。他にも色々な先生方との

何気ない会話や暖かいサポートがここまで私を成長させてくれました。ありがとうございます。

仕事では、ぴゅあという障害者施設で働き始め、利用者さんと関り「できない」が「できる」にかわる難しさや色々な方法を模索していく中で毎日違う結果

がうまれる事に楽しさを覚えるようになりました。また、運営理念である「自利利他」という言葉を知り、自らを生かし、他者を生かせる。他者を輝かせ、自らが

輝けるような生き方をして行きたいと強く思うようになりました。私の事情を知った上で採用を決めてくれた業務執行理事の平田聡さんや、いつもお母さん、

お父さんのように支えてくれる優しい職員の皆さん。この職場で働けた事でよりいっそう、生活状況の改善や心身ともに成長する事ができ、夢に向かって一歩

踏み出せました。本当にありがとうございます。長くなりましたが、私は家庭環境が複雑だったからこそ痛みや苦しみが分かる人間になれました。そして、沢山

の出会いやサポートが自分自身を大切にしなければならないという意識を芽生えさせ、前向きに成長して行く事ができました。私が今まで受けたサポートを

今度は私がどこかでサポートできるような人になりたいと思っています。

最後に私が好きな言葉を二つ、後輩の皆さんに贈ります。一つ目は友人がよくかけてくれた言葉で「適当に頑張る」です。生きることで精一杯の時はこの

言葉を思い浮かべると楽になります。二つ目は、「雲の向こうは、いつも青空」です。本当は英語の言葉なのですが気になる人は調べてみてください。これか

らもたくさんの壁にぶつかると思いますが、これまでの経験をバネに、それに負けないくらいキラキラした人になろうと思います。ありがとうございました。

★７日（水）14:00～16:00
令和３年度

コザ高等学校入試説明会
(中学校教諭対象)
於：新館視聴覚教室


